


特　記 工事名 管理建築士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

／ ／

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２０ ０８

名張小学校区放課後児童クラブ４施設整備工事

Ａ２：1/100、1/20
Ａ３：1/141、1/56

Ａ－１５ ２４ １５

安田 西
井中 尾 萱
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（放課後児童クラブ１）
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雲梯移設
基礎コンクリート 400×400×H400 4カ所 砕石厚100共 新設

Ａ

外構改修　凡例

コンクリート舗装

Ｅ

Ｃ 渡り廊下上屋
アルミ既製品

※詳細図参照

Ｂ 腰掛けスペース
床：洗い出し仕上げ

ＡＡ
Ｃ

土間：コンクリート木ゴテ押え　厚150

Ｂ

Ｆ 砂場移設
洗砂　厚５００、砕石　厚１００

境界ブロック、ＣＢ、基礎コンクリート

天端側面クッション耐久性塗装（ＪＳｺｰﾃｨﾝｸﾞ：ｼﾞｬｸｴﾂ同等品）
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　　　D10@200 ｼﾝｸﾞﾙ ﾀﾃﾖｺ共

±0

再生クラッシャーラン　厚150（ＲＣ＝40）

面積：2.1㎡

面積：6.6㎡

面積：50.1㎡
（内ｽﾛｰﾌﾟ9.45㎡）

１カ所

面積：32.5㎡

延長：23.0ｍ

5
.
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打合せによる

砂場移設

あと施工アンカーD10L450＠600（建物、土間部）

※スロープは刷毛引き仕上げ

立上り：モザイクタイル貼り

あと施工アンカーD10L450＠600（建物、土間部）

腰掛け

※雨水桝及び埋設雨水配管は機械設備工事

-
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△庇

※詳細図参照
　打合せによる

立上り W120 H50 面取り

※移設先は
打合せによる

Ｆ

※外構工事のコンクリートは Fc=21N/㎜2 スランプ 15とする

改修外構図　　Ｓ＝１／１００（A2）
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境界・・・現地境界杭あり

計画レベルを示す*.**

※KBM＝設計ＧＬ+185とする。

＜ 凡例 ＞

※設計ＧＬ＝±0とする。

境界・・・現地境界杭なし（想定位置）

現況のままの高さを示す*.**

※FL＝設計ＧＬ+260とする。

※平均地盤面：最も低い地盤面の±0とする。
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D10＠400

砕石　厚100

基礎コンクリート

CB積 W190

▼砂場

クッション耐久性塗装

Ｆ 詳細図　　Ｓ＝１／４０
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土間：コンクリート金ゴテ押え　厚70

再生クラッシャーラン　厚150（ＲＣ＝40）

　　　ワイヤーメッシュ6㎜150×150





特　記 工事名 管理建築士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

／ ／

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２０ ０８

名張小学校区放課後児童クラブ４施設整備工事

Ａ２：1/100、1/20

Ａ３：1/141、1/28
Ａ－１７ ２４ １５

安田 西
井中 尾 萱

室基礎伏図・基礎詳細図
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基礎伏図　　Ｓ＝１／１００（A2）

外部土間コンクリート（外構工事）

再生クラッシャーラン　厚150（ＲＣ＝40）

　1．コンクリートの設計基準強度は Fc=21N/㎜2 とする

　2．スランプ 18とする

　 　 Fm≧Max(Fc，Fd)+S

　3．捨てコンクリートは Fc=21N/㎜2 スランプ 15とする

　4．長期地耐力 20kN/m2 を確認する事

　　　　　 Fm：調合管理強度　　　Fc：設計基準強度

　　　　　 Fd：耐久設計基準強度  S：構造体強度補正値

筋かい記号凡例

記号 壁の構造( 1 )

壁の構造( 2 )

筋かいの構造 倍率

W1

W2

木材 45×90以上 シングル 2.00 2.00

木材 45×90以上 ダブル 4.00 4.00

　ー

　ー

筋かいプレートBP-2同等品

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12筋かい:45×90二

接合部の仕様（構造方法)筋かいの種類

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

2.802.8015KN用引き寄せ金物3(と)

1.801.8010KN用引き寄せ金物2(へ)

1.601.60羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50Ps(ほ)

1.401.40羽子板ﾎﾞﾙﾄP(に)

1.00T字型金物T(は)

1.001.00V字型金物V(は)

0.700.65L字型金物L(ろ)

0.00短ほぞ差し、かすがい打ち(い)

倍率Ｎ仕様記号

接合部金物記号凡例

採用

採用

採用

図中に記号がない柱は（い）とする

アンカーボルト１２Φ　Ｌ＝４５０

埋込み Ｌ＝２５０以上・Ｚマーク同等品

（※特記無きｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ位置は柱芯から２００とする）

土台継手位置

その他記号凡例

（告示1460号2）

浅層混合改良 厚1050（渡り廊下は厚600） 長期地耐力20KN/㎡

（低発塵型六価クロム低減型セメント系固化材）

（固化材使用量80kg/m3 ※配合量は現場の土質により調整）

ベタ基礎コンクリート

　　　D13@200 ｼﾝｸﾞﾙ ﾀﾃﾖｺ共

押出し法ポリスチレンフォーム　厚25

スラブ：コンクリート金ゴテ押え　厚150

ポリエチレンシート　厚0.15　2枚敷

再生クラッシャーラン　厚150（ＲＣ＝40）

踏込：コンクリート増打ち厚１１０

【凡　例】
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渡り廊下基礎は渡り廊下図参照

金物は基本的に柱頭、柱脚に同一金物を設置すること（通し柱の通し部は除く）
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・一軸圧縮強度試験　

・六価クロム溶出試験

あと施工アンカーD10L450＠600（建物、土間部）

外部土間コンクリート（外構工事）

　　　D10@200 ｼﾝｸﾞﾙ ﾀﾃﾖｺ共

再生クラッシャーラン　厚150（ＲＣ＝40）

あと施工アンカーD10L450＠600（建物、土間部）

立上り：モザイクタイル貼り

※スロープは刷毛引き仕上げ

床：洗い出し仕上げ

腰掛け
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▽FL
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一部浅層混合改良 厚1050 長期地耐力20KN/㎡
（固化材使用量80kg/m3 ※配合量は現場の土質により調整）
（低発塵型六価クロム低減型セメント系固化材）
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主筋：１－Ｄ１３

腹筋：Ｄ１０

主筋：１－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

捨てコンクリート

基礎パッキン　厚２０

スラブ：コンクリート金ゴテ押え　厚150
　　　D13@200 ｼﾝｸﾞﾙ ﾀﾃﾖｺ共
押出し法ポリスチレンフォーム　厚25
ポリエチレンシート　厚0.15　2枚敷
再生クラッシャーラン　厚150（ＲＣ＝40）
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基礎伏図　　Ｓ＝１／２０（A2）

間仕切壁部 外周部地中梁部
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土間詳細図
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▽設計GL

　　 耐久設計基準強度は標準 Fd=24+6N/㎜2 とする
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土間：コンクリート金ゴテ押え　厚70

　　　ワイヤーメッシュ6mm150×150

土間：コンクリート木ゴテ押え　厚120

70

ワイヤーメッシュ6㎜150×150






